
子どものしつけについて、体験的な学習を通して考える 

高等学校家庭科学習指導案 

大阪府立芥川高等学校  

■ ２年 家庭総合

■ 単元名: 子どもとのかかわり

■ 本時の指導案

〔本時の目標〕 

・子育て時の虐待につながらない子どもとのかかわり方を知り、自分ができることを考え

る。

・子どもとのかかわり方についてグループの中で自分の意見を相手に伝え、他者の意見に

耳を傾け、自らの考えを深めていく。

〔本時の評価規準〕 

・体験的な活動を通して、子どもとのかかわり方・しつけに関心をもち、学習にとり組も

うとしている。（関心・意欲・態度）…①

・子どもの問題行動に対して親としてどのように接するか、自分なりに考え、まとめたり、

発表したりしている。（思考・判断・表現）…② 

・子どもとの信頼関係を築くかかわり方・子どもの問題行動を正すかかわり方のポイント

や親や家族が果たす役割の重要性を理解している。（知識・理解）…③

〔本時(２時間 100分)〕 

過程 学習活動 指導上の留意点 
評価方法 

評価規準 

教材 

教具 

設

定 

５

分 

本時の目標を確認する 子育てに必要という観点だけ

でなく、いろいろな人との関係

につながっていることを知ら

せる 

追

求 

① 

10

分 

ワークシートの２つの質問に

ついて別紙に書き、クラスメ

イトの意見を見る

机間指導 生徒観察 

① 

ワークシート

色上質紙 

マジック

追

求 

② 

20

分 

スライド見ながらワークシー

トに記入していく

場面に応じた例を挙げ、それぞ

れの意見や感性の違いを認め

つつまとめていく 

ワークシ

ート

②③

PPT 

追

求 

③ 

15

分 

２つの場面でどのように子ど

もにかかわるか、台本を書く 

アドバイスしながら机間指導 グループ用

用紙 

〈場面１〉 

スーパーに行くといつもお菓子をねだって座り込む。さあどうしましょう？

〈場面２〉

兄弟で外遊びの後、手洗いする時、蛇口を取り合って洗面所を水浸しにした。

どうしますか？



〔追究④⑤ グループ活動時の評価シート（ルーブリック）〕…相互評価シートとしても用いる 

 

○ 体験的な活動を通して、子どもとのかかわり方・しつけに関心をもち、学習にとり組もう

としている。（関心・意欲・態度） 

○ 子どもの問題行動に対して親としてどのように接するか、自分なりに考え、まとめたり、

発表したりしている。（思考・判断・表現） 

  

追

求 

④ 

15

分 

 

グループでお互いの意見を発

表し、子どもとのかかわり方

について、新しい台本をつく

る 

アドバイスしながら机間指導 

相互評価シートを提示する 

グループ

用記入用

紙 

①② 

相互評価 

シート 

追

究 

⑤ 

25

分 

発表 相互評価 

 

 

講評 まとめ 生徒観察 

①② 

相互評価 

シート 

ま

と

め 

10

分 

振り返り  振り返り 

② 

 

ルーブリックを用いたパフォーマンス評価 



ルーブリック(評価規準・基準) 

 
  

観 点 
レベルＳ 

大変素晴らしい 

レベルＡ 

よく出来ている 

レベルＢ 

もう少し 

レベルＣ 

改善が必要 

創造 内容 

趣旨に沿って

共感の持てる

内容かどうか 

  内容が予防的

教育法・問題解

決的教育法に

沿ったもので

それが興味を

持てるものだ

った 

内容が予防的

教育法・問題解

決的教育法に

沿ったもので

あった 

台本の内容が

予防的・問題解

決でなかった 

台本 イメージの 

言語化 

考えた場面が

台本で表現で

きているかど

うか 

  ロールプレイ

ングができる

台本が書かれ

ており、さらに

それが伝わり

やすいもので

あった 

ロールプレイ

ングができる

台本が書かれ

ていた 

台本になって

いなかった 

チーム 

ワーク 

協調性 

グループ内で

協調性があっ

たかどうか 

レベルＡに加

えて、他の人の

意見を引き出

すことができ

た 

グループ内で 

相手の意見を

受け入れ、さら

に自分の意見

を言うことが

できた 

グループ内で 

相手の意見を

受け入れるこ

とができた 

グループ内で

相手の意見を

受け入れるこ

とができなか

った 

役割 

グループ内で

自分の役割を 

果たすことが

できているか 

グループ内で

与えられた役

割を果たすこ

とができ、さら

に他のメンバ

ーのフォロー

ができた 

グループ内で

与えられた役

割を果たすこ

とができた 

グループ内で

与えられた役

割をある程度

果たすことが

できた 

グループ内で

与えられた役

割を全く果た

すことができ

なかった 

*モラル* 人を傷つけるような表現・不適切な表現をしてはいけない 



生徒用の相互評価ルーブリック（評価規準・基準） 

  レベルＡ 
よくできている 

レベルＢ 
おおむね 
できている 

レベルＣ 
できていない 

台本の 

内容 
①共感の持てる内容か 

考えた場面が台本にで

きているか 

予防的・問題解決的

教育法に沿ってい

た。ごほうびや罰が

よくできていた。演

じやすく、みんなに

伝わる。 

予防的・問題解決的

教育法に沿ってい

た。ロールプレイン

グができるものだ

った。 

予防的・問題解決的

教育法に沿ってい

なかった。台本にな

っていなかった。 

チーム 

ワーク 
②協調性 グループ内でみん

なの意見を聞いて、

受け入れることが

でき、自分の意見も

言えた。 

グループ内で相手

の意見を聞いて受

け入れることがで

きた。 

 

③自分の役割 自分の役割だけで

なく、他のメンバー

のフォローもでき

た。 

自分の役割を果た

した。 
自分の役割をきち

んと果たせなかっ

た。 

 



「 子育て 」「 しつけ 」について考えてみましょう 

あなたが考える「しつけ」とは・・・ 

 

 

考えてみてください 

＊①スーパーに行くといつもお菓子をねだって座り込む。さあどうしましょう 

 

 

 

＊②兄弟で外遊びの後、手洗いする時、蛇口を取り合って洗面所を水浸しにした。 

どうしますか？ 

 

 

  

子どもとのかかわり方 しつけ方 

いろんな方法がありますが今回紹介するのは、そのうちの 1 つです。ワークシートに

メモしながらパワーポイントを見てください 

 

 

しつけ 

 ちゃんとしなさい！！ なんなん？その態度 具体的に教える  

   席から離れないでね お話をきいたら、お返事してちょうだい 

予防的教育法 

 落ち着く⇒自分がしてほしいことを説明する⇒ 理由を説明する⇒ 練習 

スーパーに行く前にしておくこと 台本を作ってみよう 

 

 



【ビデオのあらすじ】 
今からスーパーに行くけど カートにおとなしく乗って、お買い物を手伝ってね 
それから 今日はお菓子は買わないからね 
 
昨日もらったクッキーがあるでしょ 
３時にはおやつを食べて○○のビデオを見ようと思うの 早く帰ってきたらゲームもできると思うよ 
 
じゃあ練習  
○○ちゃん カートに乗ってね はあい 大根取ってくれる？ はあい ありがとう  
 
今日はお菓子なしね はあい オッケー じゃあ出かけよう 

 

問題行動をただす 

問題行動を見せて話す⇒ 悪い結果をあげる⇒ 良い行動を見せて⇒ 練習 

まずどう話しかけますか？ 

 
ストップ 水を止めて 周りを見て、水浸しで危ないでしょ 
この雑巾できれいに拭いて頂戴 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

今日の目標はなんでしたか？ 

① 

② 

 

理解度 ％ 集中度 ％ 

 

 

マイナスの要因 

 

 

授業全体の感想 

 

 

 

 

 

 

 



振り返りましょう 

気持ちを落ち着けるヒント 

2年 組 番 名前  

 

 ポジティブに行こう  
 

 

 

使う言葉の数を増やすことから 

褒め言葉 いくつ言える？ たとえば・・・よくできたねえ いい子ねえ 

 

 

 

褒めるしぐさ いくつできる？ たとえば・・・頭をなでる 

 

 

 

 

カッとした時・イラッとする時 こんな時に自分の気持ちを落ち着かせる方法を事前に分かってい

る、見つけておく。これだけでもずいぶん変わります。 

 

まず、自分のカーッとなる時を分析 

 

 

 

 

何か前兆は？ 

 

 

 

どうしたら 落ち着く ？  

自分が普段していること、こうしたらいいのかなと思うこと 

時と場所を選ばなくてもできることがいくつかあるといろんな場面で使える 

 

 

 

 

 

＊あなたの考えていた「しつけ」とみんなと話してみた「しつけ」 

＊この授業をうけて考えたこと、感じたこと、これからにつながること 



「 子育て 」「 しつけ 」について考えてみましょう 

あなたが考える「しつけ」とは・・・ 

考えてみてください 

＊①スーパーに行くといつもお菓子をねだって座り込む。さあどうしましょう 

 (生徒記述)お手伝いをしたら買ってあげるという。 

＊②兄弟で外遊びの後、手洗いする時、蛇口を取り合って洗面所を水浸しにした。 

どうしますか？ 

 (生徒記述)順番を決めて、どっちともに後片付けをしてもらう。 

子どもとのかかわり方 しつけ方 

いろんな方法がありますが今回紹介するのは、そのうちの 1 つです。ワークシートに

メモしながらパワーポイントを見てください 

 

しつけ 

 ちゃんとしなさい！！ なんなん？その態度 具体的に教える  

  

予防的教育法 

 落ち着く⇒自分がしてほしいことを説明する⇒ 理由を説明する⇒ 練習 

スーパーに行く前にしておくこと 台本を作ってみよう 

(生徒記述) 

 今からスーパーに行くけど、今日の夜ごはんは好きなものいっぱいあるか

らお菓子は今度買おうね。その代わりに家に帰ったら、おやつを用意して

おくからスーパーから帰ったら一緒に食べようね。 

じゃあ、練習してみよう。 

 スーパーに着きました。お菓子売り場の前、通るよー。 

 ちゃんとできたね。 

 本番もちゃんとできたら、今度お菓子買ってあげるねー。 

 



振り返りましょう 

気持ちを落ち着けるヒント  

 

カッとした時・イラッとする時 こんな時に自分の気持ちを落ち着かせる方法を事前に分かってい

る、見つけておく。これだけでもずいぶん変わります。 

 

まず、自分のカーッとなる時を分析 

 

(生徒記述)失敗した時、嫌なことをされた時 

 

 

何か前兆は？ 

 

 

 

 

 

どうしたら 落ち着く ？  

自分が普段していること、こうしたらいいのかなと思うこと 

時と場所を選ばなくてもできることがいくつかあるといろんな場面で使える 

 

 (生徒記述)テレビを見る、音楽を聞く 

 

 

 

 

 

 

 

＊あなたの考えていた「しつけ」とみんなと話してみた「しつけ」 

＊この授業をうけて考えたこと、感じたこと、これからにつながること 

(生徒記述) 

 「しつけ」をする時は怒ってもいいんだと思っていたけど、起こるより

もほめたり練習することが小さい子にとって分りやすいことなんだと知れ

ました。悪いことをした時は、どうやって落ち着いて話ができるのかも大

切なんだと思いました。 

怒って言うことを聞いてもらうよりも、ほめて聞いてもらえる方が大人も

子どもも嫌な気持ちにならなくて良いなと思いました。 




























































